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　いつの間にか、国家が我がもの顔で市民に愛国心や自己責任を強要する時代に入ってしまった。「政府の方針に反対するものは反
日分子だ」と居丈高に叫ぶ与党国会議員もいる。世界に目を転じると、国家が正義の名のもとに民衆・市民を暴力で抑圧する光景が
いたるところで目につく。パレスチナで、アフガニスタンで、そしてイラクで…。
　そうした現実に対峙しながら、私たちはいま、“もうひとつの世界”をつくりつつある。対立と排外、武装と暴力、抑圧と押しつ
けでつながる世界ではなく、平和・非戦、人権、共生、自立といった思想と実践で結びつく人々の世界である。その世界は次第に広
がり、力をつけ、影響力をもち始めている。その一翼を担うJVCが、世界のNGOや市民グループ、人々とともにつくりだしている
世界を紹介する。題して、“もうひとつの世界地図”――。（編集部）

さまざまな形での協力

JVCネットワーク

ネットワーク団体に
参加・賛同・加盟

JVC各国組織

各種ネットワーク団体

個別の団体
JANIC

国際協力NGOセンター

JVC
東京事務所

カンボジア
市民フォーラム

Oxfam
International

DEAR
開発教育協会

JNNE
教育協力NGO
ネットワーク

JVC
ベトナム
事務所

JVC
ラオス
事務所

JVC
タイ
事務所

JVC
カンボジア
事務所

在カンボジア
日本NGOネット

ワーク

カンボジア
NGOフォーラム

NGOCOD

日本NGO
ミーティング

SANGOCO
南アフリカNGO連合

スタン
所
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KOREA
こどもキャンペーン
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　　…  p.6-7
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　　 の図、本当はもっと複雑で入り組

　　 んだものになる。まるで曼荼羅の

ように、点と線が交叉する、始めも終わ

りもない判じ物のような絵が描けるは

ずだ。だけどそんなことをしたら、ほと

んど理解不能になるし、第一この誌面

の枠に収まらない。

　JVCを軸とする相関図でさえこうなの

だから、世界の市民・民衆組織やNGOの

それを描いたら、大変なことになるだ

ろう。国境線で整然と区切られたこぎ

れいな現存世界地図とは全く異なる、

何ひとつへだてるもののない、やさし

さと志と共感で結びつく、もうひとつ

の世界地図があらわれる。

　その中でJVC関連だけを取り出した

今回の図は、主として三つの軸から成

り立っている。一つは、国内及び国際的

なNGO社会をつなぐ軸。第二は、平和･

非戦･非暴力･困難に陥っている人々へ

の緊急救援の軸。第三が、人々の暮らし

の根っこを支える農の現場で、村の

人々が安心して暮らし、生産にいそし

めるための活動をつなぐ軸、である。

　三つの軸のそれぞれの活動拠点は、

その先でさらに次々と枝分かれし、相

互に交叉しあいながらつながっていく。

この図を見ながらその曼荼羅図を想像

していただきたい。これほど豊かな民

衆世界が、国家という狭い枠組みをこ

えてつくりあげられようとしているこ

とに、希望が湧くはずだ。

特集

《団体説明・50音順》
・Oxfam International
100ヵ国以上で各国の市民とともにキャンペーンを行ない、ま
た地域開発事業や緊急人道支援を実施している国際NGO。

・DEAR = 開発教育協会
開発教育の推進に関心を持つ団体・個人によって設立された。

・カンボジア市民フォーラム
カンボジアに関わるNGO、研究者や個人のネットワーク。提言
活動を中心に活動している。

・JNNE = 教育協力NGOネットワーク
すべての人の学びの保障を目的に設立された、教育協力に関わ
るNGOのネットワーク。

・JANIC = 国際協力NGOセンター
地球市民社会づくりのために、国際協力を行なうNGOの活動
を支えるネットワーク。

・在カンボジア日本NGOネットワーク
カンボジアで活動する日本人NGOのネットワーク。

・日本NGOミーティング
ラオス国内で活動する日本の国際NGOのネットワーク。

・SANGOCO = 南アフリカNGO連合
南アフリカ国内で活動する現地NGO、CBO（住民組織）、国際
NGOが参加するネットワーク。

※他の団体については、次ページ以降をご参照ください。

右

もうひとつの世界地図
JVCが築くネットワーク

もうひとつの世界地図
JVCが築くネットワーク

JVCの活動は、多くの団体・個人の皆さま

から提供いただく資金と労働力、智恵に

よって支えられています。JVCを支える土

台ともいえるその部分は、今回は誌面の

都合で省かせていただきました。また、大

切な仲間を落としてしまった可能性もあ

ります。完全な地図づくりに向け、ご意見

をお寄せください。

JVC
南アフリカ
事務所

JVC
パレスチナ
事務所

JVC
アフガニス
事務所

NCCI
JVC

イラク／
ヨルダン駐在

AIDA

ACBAR
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しっかりした農業と
　　安心して暮らせる村をつくるネットワ

平和をつくるネットワーク　　　　　　　
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々
の
暮
ら
し
の
根
っ
こ
を
支
え
る
農

　
　 

業
と
村
づ
く
り
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動

の
大
き
な
柱
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
や
社

会
・
経
済
状
況
に
あ
わ
せ
て
、
活
動
の
中

身
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
が
、
共

通
し
て
い
る
の
は
、
環
境
を
大
切
に
し
な

が
ら
長
続
き
す
る
し
っ
か
り
し
た
農
業
を

つ
く
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
立
し
た
暮
ら

し
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
外
国
か
ら
や
っ
て
き
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
落
下
傘
の
よ
う
に
村
に
舞
い
降
り
て

も
、
そ
れ
は
異
物
で
し
か
な
い
。
村
に
は

村
の
歴
史
、
文
化
、
智
恵
、
人
と
の
付
き

あ
い
方
や
物
事
の
決
め
方
が
あ
る
。
そ
こ

で
仕
事
を
す
る
に
は
地
元
の
人
と
仲
間
に

な
り
、
地
域
や
そ
の
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
サ

ポ
ー
ト
が
大
切
に
な
る
。
こ
う
し
て
Ｊ
Ｖ

Ｃ
は
、
地
域
ご
と
に
実
に
き
め
細
か
く
濃

密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
き
た
。

　
経
済
成
長
の
た
め
の
農
業
の
輸
出
産
業

化
で
伝
統
的
な
小
農
民
が
切
り
捨
て
ら
れ

て
き
た
タ
イ
。Ｊ
Ｖ
Ｃ
タ
イ
は
そ
こ
で「
も

う
ひ
と
つ
の
農
業
づ
く
り
と
自
前
の
市
場

創
造
」
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

住
民
組
織
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

の
特
徴
は
、
有
機
農
業
や
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
地
域
自
立
、
循
環
型
地
域
社

会
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
る
日
本
の
農

民
グ
ル
ー
プ
、
生
協
を
母
体
と
す
る
市
民

グ
ル
ー
プ
な
ど
と
密
接
に
つ
な
が
り
、
同

時
代
を
生
き
る
者
同
士
の
経
験
と
智
恵
の

交
換
が
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

そ
の
つ
な
が
り
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
農
村
に

ま
で
及
ん
で
い
る
。

《団体説明・国別・50音順》
■日本■
・WE21ジャパン／アーシアン
生活クラブ生協の活動から生まれた市民団体。

・NPOふうど = 小川町風土活用センター
埼玉県小川町の有機農家から生まれた地域自立をめざす団体。

・みなとん里
農作物の直売をする農民女性グループ。

・山形県長井市レインボープラン推進協議会
生ゴミを資源として活用しつつ、土と台所、地域農業と地域社会、
地域の中の人と人との出会い直しを通して循環型地域社会を築こ
うとしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■タイ■
・Earth Net Foundation
自然農業の普及活動と有機農産物の流通を担う団体。

・NGOCOD = NGO Coordinating Organization on Rural Development
タイ全国のNGO連絡調整委員会。東北部（イサーン）のNGOCOD
には約70の組織が登録されている。

・AAN = オルタナティブ農業ネットワーク
農業分野のNGOの連絡組織で、近代農業に代わる、自分たちが生
きることを目的とした農業の普及を行なっている。

・シュントック = Shontoug Foundation, Inc.
地域に根ざした活動を側面から支援するNGO。

・THAIHOF = Thai Holistic Health Foundation
薬草などによる伝統的民間療法の普及活動から始まった団体。

・PAP21 = The Center for People’s Agricultural Plan for the 21st Century
ネグロス島で、土地を獲得して、農業を始めた人々を支援。

・貧民連合=サマッチャー・コンチョン
農民、漁民、スラム住民、ダム建設反対運動に関わる人々など多
様な層から成り立つ緩やかな運動体で、95年に生まれた。

■ラオス■
・GDG = Gender Development Group
�ジェンダー問題に取り組むラオスの団体のネットワーク
�
�・SAF = Sustainalble Agricultural Forum
�環境に優しい農業に取り組むラオスの団体のネットワーク

■カンボジア■
・EAA = エコロジカル農業同盟(Ecological Agriculture Alliance)
JVCの農村開発活動者のための資料･情報センター（TRC）が主催
していた持続的農業ネットワークに代わり、カンボジアNGOと農
民グループ主体で始まる。

・カンボジアNGOフォーラム(The NGO Forum on Cambodia)
カンボジアで活動する国内外のNGOネットワーク。

・CEDAC = カンボジア農業開発教育センター
有機農業の普及と有機農家のグループづくり・ネットワークを促
進するカンボジアNGO。EAA、PRN（農薬削減ネットワーク）の
事務局を担う。

・FACT = 漁業行動連合チーム(Fishery Action Coalition Team)
乱獲や零細漁民の漁場からの締め出しなどについて提言活動。

・NTFP = 非木材林産物プロジェクト(Non-Timber Forest Products)
少数先住民族が、不法森林伐採･乱獲から森を守るため、共有林の
地図づくりや共同体による所有権の獲得を目指して設立された。

■ベトナム■
・FIDR = 国際開発救援財団
ダナンに事務所を置いて独自の農村開発事業を展開している。

・VUFO-NGO リソースセンター（VUFO-NGO Resource Centre）
国際NGOの活動の質を高めるための情報交換を目的とする。

■南アフリカ■
・PELUM = 参加型環境保全土地利用
環境保全型農業や土地利用に取り組む東南部アフリカ諸国NGOと
農民が参加しているネットワーク。

・TCOE = Trust for Community Outreach and Education
参加型農村・漁村開発に取り組む南アの現地NGO9団体が参加。�
�
・ECSAN = 東ケープ州持続可能な農業ネットワーク
持続可能な農業に取り組むNGOや農業普及員のネットワーク。

人

日本合鴨水稲会

SHARE
国際保健協力
市民の会

JVC
東京事務所

2KRネット
食糧増産援助を問う
ネットワーク

AFEC
アジア農民交流センター

NPOふうど置賜百姓交流会 みなとん里

山形県長井市
レインボープラン
推進協議会

地球的課題の実験村

百姓や会
日本農民グループ

日本市民グループ

久留米海外ボラン
ティアサークル

WE21ジャパン

アーシアン

JVC
南アフリカ
事務所

ECSAN
東ケープ州持続可能な
農業ネットワーク

SANGOCO
南アフリカNGO連合

PELUM
参加型環境保全
土地利用

TCOE

と
せる村をつくるネットワーク

《South Africa》

《Japan》

Trial & Error  No.239  (2004/7-8) 4
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Ｊ
Ｖ
Ｃ
ベ
ト
ナ
ム
も
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム

で
活
動
す
る
各
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
働
の
場
を

持
つ
と
と
も
に
、
日
本
の
農
民
グ
ル
ー
プ

「
日
本
合
鴨
水
稲
会
」
と
結
ん
で
の
農
民
技

術
の
交
流
を
行
な
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム

側
で
は
「
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ａ
（
ベ
ト
ナ
ム
複
合

農
業
協
会
）
」
が
、
田
ん
ぼ
で
の
普
及
活
動
と

同
時
に
、
ア
ジ
ア
合
鴨
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
も
開
催
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
持
つ
つ
な
が
り

も
多
彩
だ
。
農
薬
削
減
、
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
、
漁
業
、
非
木
材
林
産
物
な
ど
、
地

域
資
源
を
守
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
体
と
の

連
携
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
漁
業
や
林

産
物
へ
の
取
り
組
み
は
、
開
発
や
商
品
経

済
の
浸
透
が
進
み
、
共
同
体
に
守
ら
れ
た

伝
統
的
な
暮
ら
し
や
生
産
が
崩
れ
て
き
て

い
る
中
で
、
人
々
の
暮
ら
し
を
ど
う
守
る

か
を
問
い
か
け
る
も
の
だ
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ラ
オ
ス
で
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
に
取
り
組
む
ラ
オ
ス
の
団
体
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
活
動
し
て
い
る
。

　
南
ア
フ
リ
カ
で
も
農
村
復
興
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
。Ｊ
Ｖ
Ｃ
南
ア
フ
リ
カ
は「
東

ケ
ー
プ
州
持
続
可
能
な
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
や
環
境
保
全
活
動
、
農
村･

漁
村
開
発

に
取
り
組
む
団
体
と
連
携
す
る
と
同
時
に
、

自
然
農
業
の
指
導
者
と
も
組
ん
で
さ
ま
ざ

ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
食
糧
増
産
援
助

を
問
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
協
力
し
、
日

本
政
府
の
農
業
援
助
の
あ
り
方
を
問
い
直

す
提
言
活
動
も
行
な
っ
て
い
る
。

　

《Cambodia》

さまざまな形での協力

JVCネットワーク

ネットワーク団体に
参加・賛同・加盟

JVC各国組織

各種ネットワーク団体

個別の団体

JVC
ベトナム
事務所

VUFO-NGO
リソースセンター

少数民族作業部会
持続的農業・
自然資源作業部会

FIDR
( プロジェクト協力 )

ベトナム勉強会

VACVINA
ベトナム
複合農業協会

CEDAC
カンボジア農業
調査開発センター

PRN
農薬削減ネットワーク

EAA
エコロジカル農業同盟

Oxfam UK

FACT
漁業行動連合チーム

NTFP
非木材林産物プロジェクト JVC

カンボジア
事務所

カンボジア

NGOフォーラム
環境部会

再定住行動
ネットワーク

《Thailand》

K h a o  K w a n
Foundation

ISAC

Project for
Agro-ecology Development

JVC
タイ事務所

AAN
オルタナティブ農業
ネットワーク

Earth Net
Foundation

THAIHOF

プレパン

ノンジョク自然農園関連

インターン
　シップ関連

貧民連合
NGOCOD
NGO連絡調整委員会

JVC
ラオス
事務所

SAF

GDG
日本NGO
ミーティング

シュントック

PAP21

フィリピンのNGO

しっかりした農業と
　　安心して暮らせ

《Vietnam》

《Laos》

Trial & Error  No.239  (2004/7-8)5



6

　
　 

界
が
パ
レ
ス
チ
ナ
化
し
て
い
る
」
と

　
　 

語
っ
た
の
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
長
く
パ
レ
ス
チ
ナ
で
活
動
し
、
現

在
東
京
事
務
所
で
イ
ラ
ク
事
業
を
担
当
し

て
い
る
佐
藤
真
紀
で
あ
る
。「
パ
レ
ス
チ
ナ

化
」
と
は
、
圧
倒
的
に
強
大
な
軍
隊
が
暴

力
で
人
々
を
抑
え
つ
け
、
そ
こ
か
ら
絶
望

的
な
抵
抗
が
発
生
、
い
っ
そ
う
暴
力
的
な

抑
圧
が
強
ま
る
悪
循
環
の
世
界
を
さ
し
て

い
る
。
そ
の
悪
循
環
は
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、イ
ラ
ク
へ
拡
が
り
、世

界
全
体
を
陰
鬱
な
状
況
に
追
い
込
ん
で
い

る
。

　
そ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、

イ
ラ
ク
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
手

を
組
み
な
が
ら
緊
急
救
援
と
平
和
づ
く
り

の
仕
事
を
し
て
い
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、

国
家
と
し
て
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
を
抑

圧
す
る
側
に
立
つ
ア
メ
リ
カ
の
「
ア
メ
リ

カ
中
近
東
難
民
救
援
」、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

「
人
権
の
た
め
の
医
師
団
―
イ
ス
ラ
エ
ル
」

と
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
医

療
救
援
委
員
会
」
の
連
携
が
実
現
し
て
い

る
。
国
家
と
か
国
益
と
か
の
枠
に
と
ら
わ

れ
て
い
る
立
場
か
ら
み
れ
ば
、ま
さ
に「
奇

跡
の
連
合
」
だ
ろ
う
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

や
イ
ラ
ク
で
も
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
つ
な
が
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
次
々
と
枝
分
か

れ
し
な
が
ら
世
界
に
伸
び
て
い
る
。

　
東
ア
ジ
ア
の
平
和
づ
く
り
の
最
前
線
、

朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
市
民

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
国
内
、
韓
国
を
つ
な

ぎ
、
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
へ

の
人
道
支
援
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ

くるネットワーク

「
世

《Japan》

JVC
東京事務所

JCBL

ODA改革ネット

ICBL
地雷禁止

国際キャンペーン

KOREA
こどもキャンペーン

北朝鮮人道支援
NGOネットワーキング

グループ

『南北コリアと
日本のともだち展』
実行委員会

《Korea》

地雷廃絶
日本キャンペーン

《Canada》
CCPC

CBIE

CECI
Alternatives

World Peace Now

NGO非戦ネット

劣化ウラン兵器禁止・
市民ネットワーク

ストップ・ザ・ウォール
実行委員会

朝鮮民主主義
人民共和国

韓国市民団体 同胞助け合い運動

韓国JTS

南北オリニ
オッケドンム

劣化ウラン廃絶
キャンペーン

Trial & Error  No.239  (2004/7-8) 6

朝鮮対外文化
連絡協会

水害対策委員会

ルンラ小学校など
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ト
ワ
ー
ク
は
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
づ
く
り

の
根
っ
こ
に
な
る
は
ず
だ
。

　
国
際
的
な
平
和
構
築
に
向
け
て
の
作
業

に
も
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
関
わ
っ
て
い
る
。
非
武

装
平
和
構
築
で
先
進
的
な
実
践
と
調
査
研

究
を
積
み
上
げ
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

政
府
機
関
と
の
連
携
だ
。
平
和
に
関
わ
る

具
体
的
な
連
携
と
行
動
と
い
う
面
で
は
、

地
雷
廃
絶
に
向
け
て
の
世
界
に
つ
な
が
る

運
動
に
も
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
関
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
「
地
雷
廃
絶
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

地
雷
生
産
・
保
有
国
だ
っ
た
日
本
政
府
に
、

地
雷
廃
絶
の
オ
タ
ワ
条
約
批
准
と
地
雷
廃

棄
を
行
な
わ
せ
る
と
い
う
実
績
を
あ
げ
た
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
こ
う
し
た
人
道
支
援
や
平

和
構
築
分
野
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
活
動
し
な

が
ら
、
非
戦･

平
和
の
市
民
運
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
。
二
十
九
団
体
、
百

七
十
三
の
個
人
で
構
成
す
る
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
非

戦
ネ
ッ
ト
」に
賛
同
団
体
と
し
て
参
加
、こ

の
非
戦
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、日
本
の
反
戦･

平
和
運
動
の
ひ
と
つ
の
核
を
形
成
し
て
い

る
「
ワ
ー
ル
ド･

ピ
ー
ス･

ナ
ウ
」
に
つ
な

が
り
、
市
民
団
体
、
宗
教
者
、
労
働
運
動
、

人
権･

環
境･

開
発
問
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ど
と
と
も
に
行
動
し
て
い
る
。

　
ま
た
政
策
面
で
は
、
国
益
と
日
本
企
業

益
を
強
く
打
ち
出
し
、
本
来
の
趣
旨
か
ら

い
つ
だ
つ

大
き
く
逸
脱
し
て
き
て
い
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府

開
発
援
助
）
の
あ
り
方
に
対
し
、
各
地
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
市
民
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

ん
で
、
異
議
申
し
立
て
と
あ
る
べ
き
姿
を

提
示
し
、
そ
の
実
現
を
迫
る
活
動
を
行

な
っ
て
い
る
。

《団体説明・国別・50音順》
■日本■
・NGO非戦ネット
02 年７月、武力によらない紛争解決を求めるNGOのネットワークとして発足。03年３
月、イラク武力行使への反対を要請する署名を日本政府に提出した。

・JCBL = 地雷廃絶日本キャンペーン
世界規模での地雷廃絶を目的として、92年に世界各国の市民団体・NGOから結成された
ICBL(地雷禁止国際キャンペーン)に連なる日本の団体として、97年に結成。

・劣化ウラン兵器禁止・市民ネットワーク
イラクやアフガニスタンなどで使用された劣化ウラン兵器の廃絶へ向け、国内外の世論形
成をはかるために結成されたネットワーク。

・World Peace Now（ワールド・ピース・ナウ）
02年末に、「もう戦争はいらない」「イラク攻撃反対」「非暴力アクション」「日本のイラ
ク攻撃協力に反対」の４つの賛同点に結集した、政党・宗教・市民団体などの枠を超越し
たネットワーク。

■コリア■
�・KOREAこどもキャンペーン
95年に起きた朝鮮民主主義人民共和国での洪水被害に対して支援。その後、現地の子ど
も施設への訪問をくり返すなかで、子ども交流プログラムとして、絵画の交換プログラム
なども続けており、日本でも絵画展を開いている。現在、地球の木、アーユスとともに3
団体で構成。

■カナダ■
・�Alternatives
コミュニティ対話（ブルンディ・コンゴ）、アドボカシー・ロビー（パレスチナ）、国家 -
市民社会対話（ボスニア）、地雷教育・アドボカシー（イエメン）、ピースキャンペーン

（インド・パキスタン）などを行なっている。
�
・CBIE = �Canadian Bureau for International Education
��国際及び国内で平和教育分野で活動しているNGO。トレーニング、技術協力、平和教育
交流などのプロジェクトを実施。

・CECI = �Canadian Centre for International Studies and Cooperation
�経済開発、貧困緩和、民主主義、人権と紛争予防、社会、コミュニティ開発、自然資源
管理、緊急援助と復興などを行なっているNGO。
�
・CPCC = �Canadian Peacebuilding Coordination Committee
�人道援助、開発、紛争解決、平和、協会基盤、人権のセクターで活動するNGOのネット
ワーク。

■パレスチナ■
・AIDA = Association of International Development Agencies
パレスチナ自治区で人道支援を行なう国際NGOの協議体。

・ ANERA = アメリカ中近東難民救援
栄養改善支援、緊急支援で JVCとともに活動している米国のNGO。

・PHR-Israel = 人権のための医師団―イスラエル：イスラエルNGO
パレスチナ自治区への巡回診療などを行なっており、アラブ-ユダヤ、パレスチナ-イス
ラエル間の信頼醸成につながっている。

・Stop the Wall Campaign／ストップ・ザ・ウォール実行委員会
パレスチナの「分離壁=フェンス」の問題を訴え、建設を止めていくための国際的ネット
ワーク。日本でも、この問題をより広く知ってもらうため、ストップ・ザ・ウォール実行
委員会が結成された。

・ UPMRC = パレスチナ医療救援委員会：パレスチナNGO
パレスチナ自治区の医療に関して重要な役割を果たしているNGO。

・ハンダラ文化センター（ベツレヘム・ベイトジブリン難民キャンプ内）
JVCが2000年から図書館活動などの交流・支援をしているセンター。地元の若者が中心
になり、子どもたちのダンスや音楽活動、補習、カウンセリングなどのプログラムを自主
運営している。

■アフガニスタン■
・ACBAR = Agency Coordination Body for Afghanistan Relief
�アフガニスタンで活動する国際NGOとアフガンNGOの連合体。約90団体が加盟。団体
間の活動調整、情報収集と提供、政府や援助機関との交渉などを行なっている。JVCのア
フガンでのアドボカシーは主にこことの協力で行なっている。

�・ANSO = Afghanistan NGO Security Office
�治安状況や安全対策に関してアフガニスタンで活動するNGOへの情報提供とNGO間調整
を実施するNGO。

■イラク■
・�NCCI =  イラクにおけるNGO調整委員会
�イラクで活動するNGOの連合体（04年1月段階で112団体が参加）。治安を含む支援活
動に必要な情報を提供・交換する場として機能している。

平和をつ
さまざまな形での協力

JVCネットワーク

ネットワーク団体に
参加・賛同・加盟

JVC各国組織

各種ネットワーク団体

個別の団体

《Palestine》

《Afghanistan》

JVC
パレスチナ
事務所

ANERA
アメリカ中近東難民救援

UPMRC
パレスチナ医療
救援委員会

PHR-Israel
人権のための医師団 -

イスラエル

ハンダラ文化センター

AIDA

JVC
アフガニスタン
事務所

Stop The Wall
Campaign

《Iraq》

JVC
イラク／
ヨルダン駐在

NCCI

ACBAR

ANSO

Trial & Error  No.239  (2004/7-8)7
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戦
火
の
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
、

  

一
万
人
以
上
が
避
難
生
活

　
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
西
部
フ
ァ
ル
ー

ジ
ャ
。
四
月
五
日
か
ら
約
一
ヵ
月

間
、
こ
の
地
は
米
軍
の
激
し
い
攻
撃

に
あ
い
、
一
万
人
を
超
す
人
々
が
最

低
限
の
食
糧
・
医
療
も
ま
ま
な
ら
な

い
避
難
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
こ
の

間
に
亡
く
な
っ
た
一
般
市
民
は
、
子

ど
も
を
含
め
八
百
人
以
上
に
の
ぼ
り

ま
す
。

　
四
月
七
日
、
イ
ラ
ク
で
支
援
活
動

を
す
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
議
体
Ｎ
Ｃ

Ｃ
Ｉ
（
百
十
二
団
体
参
加
）

は
、
フ
ァ

ル
ー
ジ
ャ
被
災
者
へ
の
緊
急
支
援
を

開
始
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
隣
国
ヨ
ル

ダ
ン
の
ア
ン
マ
ン
か
ら
こ
れ
に
参

加
。
被
災
者
へ
の
食
糧
支
援
と
、
戦

闘
に
巻
き
込
ま
れ
傷
つ
い
た
人
々
へ

医
療
支
援
を
行
な
い
ま
し
た
。

バ
グ
ダ
ッ
ド
へ
逃
れ
て
き
た

               

家
族
に
食
糧
を

　
戦
火
の
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
を
逃
れ
、

バ
グ
ダ
ッ
ド
の
モ
ス
ク
へ
着
の
身
着

の
ま
ま
で
避
難
し
て
き
た
人
々
。
ま

ず
、
彼
ら
九
百
五
十
五
世
帯
（
約
六
千

八
百
名
）

が
一
週
間
生
活
で
き
る
た

め
の
食
糧
を
支
援
し
ま
し
た
。
米
、

砂
糖
、
小
麦
粉
、
ト
マ
ト
ペ
ー
ス
ト

な
ど
の
食
糧
に
せ
っ
け
ん
と
洗
剤
を

加
え
た
、
緊
急
時
の
キ
ッ
ト
で
す
。

　
四
月
末
、
激
し
い
戦
闘
は
終
結
。

避
難
し
て
い
た
人
々
の
多
く
は
フ
ァ

ル
ー
ジ
ャ
に
戻
り
ま
し
た
が
、
水
・

電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
破
壊

さ
れ
て
お
り
、
五
月
に
入
っ
て
も
引

き
続
き
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
イ
タ
リ
ア
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
、
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ

市
内
の
モ
ス
ク
四
ヵ
所
に
対
し
て
二

千
家
族
分
の
食
糧
キ
ッ
ト
を
支
援
し

ま
し
た
。

ロ
ー
カ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

                    

と
の
連
携

　
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
市
内
の
モ
ス
ク
へ

の
搬
入
と
家
庭
へ
の
配
布
に
際
し
て

は
、
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
の
住
民
を
中
心

に
新
し
く
で
き
た
イ
ラ
ク
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
の
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
救

援
協
会
（Fallujah A

id A
ssociation

）
の
メ

ン
バ
ー
の
助
け
を
得
て
い
ま
す
。

　
食
糧
キ
ッ
ト
に
入
れ
る
パ
ン
は
、

当
初
の
計
画
で
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
調

達
す
る
固
い
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
予
定

で
し
た
が
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

尽
力
で
、
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
市
内
で
焼

い
た
や
わ
ら
か
い
イ
ラ
ク
式
の
パ
ン

を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
想
定
し
て
い
た
値
段
よ
り

安
く
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
配
布

先
を
八
百
件
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

　
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
で
は
、
軍
事
衝
突

に
よ
る
け
が
人
な
ど
の
手
当
て
に
必

要
な
緊
急
支
援
は
行
き
届
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
生
活
に
必
要
な

水
や
電
気
の
供
給
が
絶
た
れ
て
い
る

地
域
が
多
く
、
こ
れ
ら
を
復
旧
し
て

生
活
を
立
て
直
す
に
は
、
な
お
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
ナ
ジ
ャ
フ
や
カ
ル
バ
ラ
で

も
、
戦
闘
が
あ
れ
ば
救
援
が
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
迅
速
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も
皆
様
の
暖
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
安
全
面
を
鑑
み
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
当
面
イ

ラ
ク
の
隣
国
ヨ
ル
ダ
ン
を
拠
点
に
支

援
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

イ
ラ
ク
・
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ

　
　
　
　
　
　
緊
急
支
援
の
報
告

イ
ラ
ク
現
地
駐
在
員
　
　
原 

文
次
郎

■破壊された一般家屋

合わせて約3000世帯の避難した
人々に対して緊急食糧などを支援。

■5月、ファルージャ市内で食糧配布 ■配布にはイラク人ボランティアの
　力が欠かせない
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　「
私
た
ち
の
平
和
教
育
は
、
ど
の

く
ら
い
子
ど
も
た
ち
に
届
い
て
い
る

の
か
な
」「
成
果
が
な
か
な
か
見
え

な
い
気
が
す
る
」。
五
月
の
連
休
に

韓
国
で
行
な
わ
れ
た
「
東
北
ア
ジ
ア

子
ど
も
平
和
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
終

了
後
の
評
価
会
で
、
韓
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

南
北
オ
リ
ニ
オ
ッ
ケ
ド
ン
ム
の
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
出
た
感
想
だ
。

　
オ
ッ
ケ
ド
ン
ム
は
普
段
か
ら
小
学

校
に
出
向
い
て
平
和
教
育
の
授
業
を

す
る
な
ど
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い

る
。
私
た
ち
は
彼
ら
と
協
力
し
、
北

朝
鮮
と
韓
国
・
日
本
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
絵
画
展
を
三
年
に
わ
た
っ
て

開
催
し
て
き
た
。
オ
ッ
ケ
ド
ン
ム
の

平
和
教
育
は
、
南
北
統
一
だ
け
で
な

く
、
統
一
後
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
半
世
紀
以
上
も
分
断
さ
れ
て
い

た
心
を
ど
う
近
づ
け
る
か
。
ど
う
認

め
あ
う
か
。
一
回
の
授
業
や
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
は
到
底
伝
え
き
れ
な
い
事

写真：「東北アジア子ども平和ワークショップ」での一場面。
彼女らの笑顔を未来につなげたい。

プロジェクトの現場から
message from the field

農村で学ぶ
インターンシップ

か お る

　森本 薫子

タイタイ

南北コリアと
日本のともだち展

寺西 澄子

コリアコリア

　
タ
イ
で
一
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

を
修
了
し
帰
国
す
る
と
、「
ぴ
〜
の

〜
ん
」
と
い
う
称
号
（
？
）
が
与
え

ら
れ
る
。
タ
イ
語
で
「
兄
弟
姉
妹
」

と
い
う
意
味
だ
。
血
縁
関
係
よ
り

も
幅
広
く
、
親
し
い
友
達
同
士
に

も
使
わ
れ
る
呼
び
方
で
あ
る
。
現

在
日
本
に
は
「
ぴ
〜
の
〜
ん
」
が
二

十
九
名
、
タ
イ
に
は
「
ぴ
〜
の
〜

ん
」
予
備
軍
が
四
名
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
修
了
後
の
進
路
は

多
彩
だ
。
自
然
農
業
を
始
め
る
者
、

生
産
者
（
農
民
）
と
消
費
者
を
つ
な

ぐ
活
動
を
目
指
す
者
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
住
民
組
織
を
立
ち
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
者
、
健
康
な

身
体
と
心
を
保
つ
た
め
の
自
然
食

や
伝
統
医
療
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
自
然
・
環
境
教

育
な
ど
様
々
な
分
野
に
進
ん
で
い

る
。
ま
だ
修
行
中
の
者
も
多
い
。
私

は
こ
こ
に
大
い
な
る
成
果
と
希
望

柄
だ
け
に
、
時
間
を
か
け
て
取
り
組

ま
ざ
る
を
え
な
い
。

　
日
本
で
子
ど
も
の
絵
の
交
換
と
展

示
を
続
け
て
き
た
私
た
ち
も
、
似
た

よ
う
な
課
題
に
向
か
い
合
っ
て
い

る
。
強
く
共
感
し
て
く
れ
る
在
日
コ

リ
ア
ン
の
人
々
に
出
会
っ
た
り
、
地

方
で
展
示
会
を
実
現
し
た
り
、
広
が

り
を
着
実
に
感
じ
る
一
方
で
、「
友

だ
ち
を
増
や
し
、
隣
の
国
に
不
信
感

で
は
な
く
親
近
感
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
想
い
が
子
ど
も
た
ち
に

ど
れ
だ
け
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、
今

の
と
こ
ろ
は
未
知
数
だ
。

　
子
ど
も
と
向
き
合
う
作
業
は
、
南

北
コ
リ
ア
と
日
本
が
対
話
を
進
め
、

多
く
の
人
が
「
平
和
で
は
な
い
感

情
」
を
乗
り
越
え
る
日
ま
で
何
度
も

繰
り
返
し
、
続
け
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
だ
。
オ
ッ
ケ
ド
ン
ム

の
ス
タ
ッ
フ
と
、
「
一
人
で
も
多
く

の
人
に
、
長
く
支
え
て
も
ら
え
る
活

動
で
あ
り
た
い
ね
」
と
励
ま
し
あ
っ

て
別
れ
た
。

　
　
　
　
　
　（
コ
リ
ア
事
業
担
当
）

を
感
じ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
自
然
環
境
を
次

か
ら
次
へ
と
破
壊
し
て
「
便
利
」
を

求
め
、
人
間
の
能
力
、
知
恵
、
創
造

力
、
心
の
安
定
が
失
わ
れ
て
い
る
現

在
の
状
況
に
危
機
感
を
感
じ
た
。
タ

イ
で
目
の
当
た
り
に
し
た
不
公
平
な

社
会
の
シ
ス
テ
ム
に
不
条
理
を
感
じ

た
。
こ
れ
ら
に
は
、
海
外
で
の
協
力

活
動
だ
け
で
は
ど
う
に
も
変
え
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
と
感
じ
た
の
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ン
が
口
を
揃
え
て

「
自
分
の
生
活
を
見
直
し
た
い
」
と

い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
想
い
が
あ

る
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
自
分
の
得

意
分
野
や
最
も
関
心
が
あ
る
こ
と
を

切
り
口
に
、
現
在
の
進
路
を
選
択
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
ひ
と

つ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
ぴ
〜
の
〜
ん
」
は
毎
年
合
宿
を

行
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
生
活
し
て

い
る
と
大
き
な
波
に
飲
み
込
ま
れ
そ

う
に
な
り
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ

と
は
理
想
で
し
か
な
い
の
か
と
自
信

を
な
く
す
こ
と
も
あ
る
。
で
も
そ
れ

は
決
し
て
理
想
で
は
な
く
、
一
人
一

人
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
可

能
な
、
も
っ
と
も
確
実
な
ス
テ
ッ
プ

な
の
で
あ
る
。
合
宿
は
そ
れ
を
確
認

し
、
前
進
す
る
勇
気
を
与
え
合
う
大

切
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
）

■
今
年
の
「
南
北
コ
リ
ア
と

日
本
の
と
も
だ
ち
展
」
東
京

展
は
、
七
月
七
日
〜
十
四
日

ま
で
、
東
京
・
渋
谷
の
東
京
都

児
童
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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ベトナム
・農村開発 (ホアビン)
・自然資源管理 (ソンラ)

カンボジア
・持続的農業と農村開発 (SARD)
・資料・情報センター (TRC)
・技術学校
・調査研究・政策提言

ラオス
・自然農業と農村開発 (ビエンチャン)
・森林保全と自然農業 (カムアン)

タイ
・地場の市場づくり
・農村で学ぶインターンシップ

コリア
・『南北コリアと日本のともだち展』
・龍川列車事故緊急支援

イラク
・医療支援
・ファルージャ緊急支援

南アフリカ
・農村開発
・子どもの教育支援
・調査研究・政策提言
・HIV/エイズ調査

アフガニスタン
・東部地域医療支援
・シギ高等女学校支援
・政策提言

パレスチナ
・幼稚園児栄養改善支援
・ラファ緊急支援

（2004年5月現在）

JVC プロジェクト一覧
JVCは、現在 9 つの国／地域で活動しています。

10Trial & Error  No.239  (2004/7-8)



11 Trial & Error  No.239  (2004/7-8)

持
続
的
農
業
と
農
村
開
発(

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ)

　
安
全
な
水
と
食
糧
の
確
保
を
目
的

と
し
、
九
四
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
は
五
月
に

入
り
よ
う
や
く
雨
季
ら
し
く
雨
の
降

る
日
が
多
く
な
っ
た
。
村
の
人
は
雨

た 

い 

ひ

を
見
て
堆
肥
を
ま
き
、
牛
を
使
っ
て

田
を
耕
し
始
め
た
。
ま
も
な
く
稲
の

苗
作
り
が
始
ま
る
。（
山
崎
）

資
料
・
情
報
セ
ン
タ
ー(

Ｔ
Ｒ
Ｃ)

　
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
得

た
経
験
や
そ
れ
に
関
す
る
情
報
を
蓄

積
し
、
ま
た
、
同
じ
く
持
続
的
農
業

や
農
村
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
る
人
々
と
情
報
を
共
有
す
る
た
め

に
九
五
年
に
設
置
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
政
府
機
関
、
国
際
機
関
な
ど
の

職
員
や
、
大
学
生
が
来
館
し
、
四
月

は
八
十
四
名
に
計
九
十
三
冊
の
本
を

貸
し
出
し
た
。（
山
崎
）

技
術
学
校

　
自
動
車
修
理
・
溶
接
を
学
ぶ
職
業

訓
練
校
・
整
備
工
場
。
広
島
県
は
毎

年
、
職
員
一
名
を
技
術
研
修
で
受
け

入
れ
て
い
る
が
、
今
年
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
連
携
し
、
技
術
者
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
の
短
期
派
遣
と
同
校
・
工
場
長
ら

の
広
島
で
の
短
期
研
修
の
実
施
を
決

定
し
た
。
ま
た
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
校
が

移
転
さ
せ
ら
れ
る
場
合
の
補
償
条
件

に
つ
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
弁
護
士

C
A

M
B

O
D

IA

カ
ン
ボ
ジ
ア

V
IE

T
 N

A
M

ベ
ト
ナ
ム

T
H

A
IL

A
N

D

タ
イ

地
場
の
市
場
づ
く
り

　
コ
ン
ケ
ン
で
は
、
地
域
循
環
の
流

通
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
出
す
た
め

に
、「
地
場
の
市
場
」
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
が
、
ポ
ン
の
町
の
直
売
市
場

（
週
一
回
）
を
構
成
す
る
五
地
域
の

村
人
と
町
の
消
費
者
と
の
交
流
会
を

す
で
に
三
地
域
で
行
な
っ
た
。
各
回

三
十
人
ぐ
ら
い
の
消
費
者
が
村
の
有

機
野
菜
農
園
を
訪
れ
、
有
機
農
業
や

地
場
の
市
場
の
意
義
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
た
。

他
の
二
地
域
で
も
行
な
う
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
倉
川
）

農
村
で
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
や
開
発
に
興
味
が
あ

る
人
を
対
象
に
、
タ
イ
の
農
村
で
学

ぶ
機
会
を
提
供
す
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
現
在
九
期
生
を
迎
え
て
半
年
に

な
る
。
八
期
生
は
四
月
に
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
と
し
て
、
生
態
系
に

配
慮
し
た
農
業
開
発
を
行
な
う
活

動
、
村
人
に
よ
る
共
有
林
管
理
の
活

動
な
ど
を
訪
問
し
、
五
月
に
帰
国
。

東
京
で
報
告
会
を
行
な
っ
た
。
九
期

生
は
同
じ
く
五
月
に
中
間
報
告
を
行

な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
、
考
え
、
迷

い
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。（
森
本
）

《 

開
発
協
力 

》

に
相
談
し
た
。

　
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
校
で
は
運
輸
局

長
が
人
事
異
動
や
会
計
シ
ス
テ
ム
改

良
な
ど
、
自
己
採
算
を
目
指
し
て
経

営
改
善
努
力
を
続
け
た
。（
米
倉
）

調
査
研
究
・
政
策
提
言

　
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
漁
業
共
同
体

に
よ
る
自
然
資
源
管
理
を
阻
む
問
題

に
つ
い
て
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
と

バ
ッ
タ
ン
バ
ン
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
報
告
書
を
ま
と
め
つ
つ
あ
る
。
漁

業
共
同
体
運
営
に
関
す
る
教
本
は
五

月
に
完
成
し
た
。

　
土
地
調
査
は
、
土
地
登
記
が
成
功

し
て
土
地
紛
争
が
激
減
し
た
事
例
調

査
を
コ
ン
ポ
ン
ト
ム
で
行
な
う
。

　
ラ
タ
ナ
キ
リ
県
先
住
少
数
民
族
の

共
有
林
管
理
を
支
援
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
機
構
改
革
に
協
力

し
て
い
る
。（
米
倉
）

L
A

O
S

ラ
オ
ス

自
然
農
業
と
農
村
開
発
（
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
）

　
五
月
末
に
開
か
れ
る
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
最
終
評
価
会
議
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
。
村
で
収
集
し
た

デ
ー
タ
を
集
計
し
た
り
、
レ
ポ
ー
ト

を
作
成
し
た
り
と
、
ス
タ
ッ
フ
総
出

で
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、

六
月
末
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
に
向

け
て
、
簡
易
水
道
の
管
理
や
回
転
資

金
の
運
営
が
村
人
自
身
で
で
き
る
よ

ハ
ノ
イ
事
務
所

　
毎
月
一
回
日
越
ス
タ
ッ
フ
の
自
主

研
修
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
第
一
回

目
を
五
月
に
行
な
っ
た
。
テ
ー
マ
は

「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
目
標
と
活
動
方
針

を
理
解
す
る
」
。
討
論
の
中
で
ベ
ト

ナ
ム
と
日
本
の
文
化
的
違
い
を
再
認

識
す
る
こ
と
も
あ
り
、
学
び
合
う
こ

と
の
多
い
機
会
と
な
っ
た
。（
西
）

う
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
な
っ

た
。（
名
村
）

森
林
保
全
と
自
然
農
業
（
カ
ム
ア
ン
）

　
四
月
下
旬
に
、
ナ
カ
イ
ヌ
ア
村
の

村
人
を
対
象
に
、
ラ
オ
ス
南
部
の
水

力
発
電
ダ
ム
に
よ
る
移
住
事
業
の
影

響
を
学
ぶ
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
行

な
っ
た
。
こ
の
村
は
、
ナ
ム
ト
ゥ
ン

　
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
移

住
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
将

来
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か

見
て
お
き
た
い
と
い
う
村
の
要
望
か

ら
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
村
人
は

事
業
へ
の
不
安
を
率
直
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に

訴
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら

の
声
を
政
策
決
定
機
関
に
伝
え
る
活

動
を
始
め
て
い
る
。

　
五
月
上
旬
に
は
、
農
業
技
術
の
交

流
会
を
行
な
い
、
各
村
や
各
郡
で
抱

え
る
農
業
の
問
題
や
解
決
方
法
を
話

し
合
っ
た
。（
名
村
）

農
村
開
発
（
ホ
ア
ビ
ン
）

　
九
九
年
か
ら
ホ
ア
ビ
ン
省
で
実
施

し
て
い
る
住
民
参
加
型
農
村
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
今
年
度
に
新
た
に
活

動
を
実
施
す
る
ナ
ム
ソ
ン
村
に
て
、

参
加
型
農
村
調
査
を
実
施
し
た
。
村

内
七
集
落
全
て
を
回
り
、
直
面
し
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
住
民
と
共
に
確

認
し
、
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
考

え
た
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
ナ
ム

ソ
ン
村
で
発
足
し
た
ば
か
り
の
村
づ

く
り
委
員
会
と
と
も
に
今
年
度
の
活

動
計
画
を
立
案
し
た
。（
伊
能
）

自
然
資
源
管
理
（
ソ
ン
ラ
）

　
住
民
に
よ
る
自
然
資
源
管
理
の
活

動
を
支
援
し
て
い
る
コ
マ
村
の
対
象

三
集
落
で
、
三
月
下
旬
、
等
高
線
農

業
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
つ
く
る
た

め
の
種
子
を
配
布
し
、
あ
わ
せ
て
再

度
の
技
術
研
修
を
実
施
し
た
。
研
修

で
は
技
術
の
み
な
ら
ず
、
持
続
的
農

業
の
理
念
も
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う

努
め
た
。
ま
た
、
畜
産
振
興
の
た
め

の
家
畜
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
養

成
し
た
草
の
根
獣
医
に
よ
り
コ
マ
村

全
域
で
実
施
さ
れ
た
。（
田
村
）

[ 2004 年3月後半～2004年5月前半 ]

Ⅱ
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[ 2004 年3月後半～2004年5月前半 ]

S
O

U
T

H
 A

F
R

IC
A

南
ア
フ
リ
カ

IR
A

Q

イ
ラ
ク

P
A

L
E
S

T
IN

E

パ
レ
ス
チ
ナ

医
療
支
援

　
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
教
育
病
院
を
中
心

に
、
ガ
ン
・
白
血
病
の
子
ど
も
た
ち

の
治
療
に
欠
か
せ
な
い
抗
ガ
ン
剤

や
、
抗
生
物
質
な
ど
の
薬
品
の
支
援

を
隣
国
ヨ
ル
ダ
ン
か
ら
続
け
て
い

る
。
四
月
五
日
よ
り
四
月
十
八
日
ま

で
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
滞
在
し
、
約
五

十
名
の
一
ヵ
月
分
の
薬
を
、
直
接
病

院
に
渡
し
た
。（
原
）

フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
緊
急
支
援

　
四
月
、
イ
ラ
ク
国
内
の
フ
ァ
ル
ー

農
村
開
発

　
村
人
の
自
給
と
農
村
地
域
の
復
興

を
目
指
し
て
、
〇
一
年
よ
り
東
ケ
ー

プ
州
カ
ラ
地
区
で
環
境
保
全
型
農
業

の
研
修
と
普
及
を
行
な
っ
て
い
る
。

た 

い 

ひ

堆
肥
づ
く
り
や
シ
ー
ド
ボ
ー
ル
（
種
、

堆
肥
、
土
を
混
ぜ
て
小
さ
な
団
子
状
に
し
た

も
の
。
乾
燥
地
で
も
発
芽
率
が
よ
く
な
る
）

を
使
っ
た
植
林
・
小
麦
栽
培
な
ど
の

研
修
を
行
な
っ
た
。

　
村
で
の
普
及
の
中
心
に
な
る
実
践

農
民
が
定
期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

持
ち
、
実
践
例
や
普
及
方
法
の
情
報

交
換
を
し
て
い
る
。
五
月
に
は
ロ
ー

マ
村
に
十
九
名
が
集
ま
り
、
活
発
な

議
論
が
行
な
わ
れ
た
。（
津
山
）

子
ど
も
の
教
育
支
援

　
障
害
児
の
た
め
の
施
設
が
な
か
っ

た
ジ
ョ
ハ
ネ
ス
バ
ー
グ
市
郊
外
の
貧

困
地
区
で
、
住
民
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
テ
ボ
ホ
障
害
児
ホ
ー
ム
へ
の
支

援
を
二
〇
〇
〇
年
か
ら
行
な
っ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
学
習
機
会
や
リ

ハ
ビ
リ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ス

タ
ッ
フ
研
修
を
実
施
し
た
。（
津
山
）

調
査
研
究
・
政
策
提
言

　
日
本
国
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
研
究
者
が

参
加
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
に
よ
る

食
糧
増
産
援
助
（
通
称
２
Ｋ
Ｒ
）
の
問

題
に
対
す
る
提
言
活
動
を
行
な
っ
て

《 

緊
急
対
応 

》

ラ
フ
ァ
緊
急
支
援

　
ガ
ザ
地
区
南
部
ラ
フ
ァ
で
は
、
五

月
に
入
り
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
家

屋
や
民
間
施
設
へ
の
激
し
い
攻
撃
が

あ
り
、
多
数
の
市
民
が
死
傷
、
一
千

人
以
上
の
住
民
が
家
を
失
っ
た
。

　
こ
の
間
の
封
鎖
で
不
足
し
た
食
糧

や
医
薬
品
を
届
け
る
た
め
、
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
共
同
で
二
十
三
日
か
ら
緊
急

支
援
を
開
始
し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
牛

乳
と
高
栄
養
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
同
地
区

の
貧
し
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
緊

急
支
援
す
る
と
同
時
に
、
特
に
深
刻

な
栄
養
失
調
の
子
ど
も
を
抱
え
る
最

貧
家
庭
に
、
豆
、
肉
、
野
菜
、
母
乳

の
代
わ
り
と
な
る
栄
養
食
な
ど
を
支

A
F
G

H
A

N
IS

T
A

N

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

東
部
地
域
医
療
支
援

・
地
方
ク
リ
ニ
ッ
ク
支
援

　
保
健
省
管
轄
カ
ス
ク
ナ
ー
ル
郡
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
器
材
や
薬
品
を
提
供

し
、
当
面
八
月
末
ま
で
の
予
定
で
、

ス
タ
ッ
フ
の
現
場
研
修
や
ク
リ
ニ
ッ

ク
運
営
指
導
を
開
始
し
た
。（
本
間
）

�

・
女
性
医
療
従
事
者
養
成
コ
ー
ス

　
保
健
省
が
運
営
す
る
東
部
地
域
唯

一
の
女
性
医
療
従
事
者
養
成
コ
ー
ス

は
、
保
健
省
と
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
調

整
が
進
み
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
十
二
教
室
の

備
品
や
検
査
室
の
設
備
補
充
な
ど
教

育
環
境
の
整
備
を
分
担
す
る
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
本
間
）

・
伝
統
産
婆
の
職
能
向
上
研
修

　
ナ
ン
ガ
ル
ハ
ル
県
で
四
ヵ
所
目
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
終
了
し
、
前
三
ヵ

い
る
。（
津
山
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
調
査

　
南
ア
フ
リ
カ
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
関

し
、
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
た

め
の
調
査
を
行
な
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。
現
在
、
調
査
地
の
選
定
や
、

調
査
内
容
の
検
討
を
行
な
っ
て
い

る
。（
津
山
）

K
O

R
E
A

コ
リ
ア

南
北
コ
リ
ア
と
日
本
の
と
も
だ
ち
展

　
韓
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
南
北
オ
リ
ニ
オ
ッ

テ
ジ
ョ
ン

ケ
ド
ン
ム
」
が
、
大
田
エ
キ
ス
ポ
公

園
（
韓
国
・
大
田
市
）
に
て
「
東
北

ア
ジ
ア
子
ど
も
平
和
絵
画
展
」
を
開

催
し
た
。
日
本
か
ら
も
八
名
の
子
ど

も
が
参
加
し
、
韓
国
の
子
ど
も
た
ち

と
交
流
し
た
。
日
本
の
子
ど
も
と
民

族
学
校
（
朝
鮮
学
校
）
に
通
う
子
ど

も
が
、
と
も
に
韓
国
を
訪
問
す
る
の

は
初
。（
寺
西
）

リ
ョ
ン
チ
ョ
ン

龍
川
列
車
事
故
緊
急
支
援

ピ
ョ
ン
ア
ン
プ
ク
ド

　
四
月
二
十
二
日
に
平
安
北
道
龍
川

市
で
起
き
た
列
車
事
故
に
対
し
、

「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
こ
ど
も
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
し
て
緊
急
支
援
を
行
な
っ

た
。
内
容
は
医
療
用
資
材
（
ガ
ー
ゼ
、

脱
脂
綿
、包
帯
な
ど
）
お
よ
び
医
薬
品
（
熱

傷
用
軟
膏
、
目
薬
な
ど
）
で
、
朝
鮮
赤
十

字
社
を
通
じ
て
現
地
に
届
け
る
。

                              

（
寺
西
）

所
で
の
二
回
目
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

準
備
と
活
動
内
容
の
改
善
を
計
っ
て

い
る
。（
本
間
）

�

シ
ギ
高
等
女
学
校
支
援

　
ナ
ン
ガ
ル
ハ
ル
県
シ
ギ
村
の
女
子

学
校
校
舎
増
設
が
県
教
育
局
に
承
認

さ
れ
、
現
場
で
働
く
建
築
士
を
採
用

し
て
設
計
図
の
最
終
案
も
で
き
あ

が
っ
た
。
近
日
中
に
建
設
作
業
を
開

始
す
る
予
定
。（
本
間
）

�

政
策
提
言

�

　
本
年
九
月
（
予
定
）
の
選
挙
に
向

け
た
武
装
解
除
や
軍
隊
に
よ
る
復
興

援
助
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
も
協
働

し
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
平
和
に
関
わ

る
課
題
を
モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら
引
き

続
き
提
言
活
動
を
続
け
る
。（
本
間
）

ジ
ャ
で
の
軍
事
衝
突
が
激
し
く
な

り
、
緊
急
支
援
活
動
を
開
始
し
た
。

他
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
に
よ

り
、
紛
争
中
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
て

フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
か
ら
の
避
難
民
へ
の

食
糧
と
医
薬
品
配
布
の
支
援
を
行
な

い
、
紛
争
後
は
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
へ

戻
っ
た
避
難
民
を
中
心
に
し
た
人
々

へ
の
食
糧
配
布
と
地
域
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
の
医
薬
品
の
支
援
な
ど
を

進
め
て
い
る
。（
原
）

※
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
安
全
面
を
鑑
み
、
当
面
イ

ラ
ク
の
隣
国
ヨ
ル
ダ
ン
を
拠
点
に
支
援

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

JVC PROJECTS

援
し
て
い
る
。（
藤
屋
）
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戦
争
の
背
景
に
は
、
政
治
と
経
済

の
思
惑
が
交
錯
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会
で
は
、
戦

争
を
正
当
化
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
安
全
保
障
に
は
、
日
本
の
国

土
を
「
敵
か
ら
守
る
」
と
い
う
側
面

よ
り
も
、
海
外
の
資
源
と
安
価
な
労

働
力
の
確
保
と
い
う
意
味
合
い
が
強

い
。
そ
れ
は
、
海
外
を
管
理
す
る
こ

と
が
私
た
ち
の
「
暮
ら
し
を
守
る
」

こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　
暮
ら
し
の
基
本
で
あ
る
「
食
」
は
、

日
本
の
場
合
、
自
給
率
は
四
〇
％
に

過
ぎ
な
い
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
計

算
）。
穀
物
自
給
率
は
二
八
％
。
米
の

自
給
率
が
九
五
％
だ
か
ら
、
他
が
い

か
に
海
外
に
依
存
し
て
い
る
か
わ
か

る
。
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
？
　
本
書
は
、
日
本
の
農
業

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
一
方
で
経
済

ふ 

か 

ん

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
俯
瞰
し
な
が

ら
、
日
本
の
農
業
が
い
か
な
る
困
難ぜ

い

に
直
面
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
脆

じ
ゃ
く

弱
で
あ
る
か
を
説
く
。
文
章
は
平
易

　東京事務所では密かに自転車が流

行っている。調査研究担当の高橋さ

ん、会報誌&会員担当の細野さん、イ

ンターンのクリスさんは自転車通勤。

募金担当ボランティアの辻さんは

ユーラシア大陸を自転車で横断すべ

く、10回近く現地に通っている。

　そして私はキャンプをしながら国

内旅行。寝袋、コッヘル、ガス…、必

需品は多い。が、何せ自転車。自分の

体力分しか移動できないし、運べな

い。だから荷物は最小限にし、デイ

バック一つに無理やり詰め込む。

　自転車で旅するようになって、景

色は感じるものだと改めて知った。

日差しや風や匂いや湿度。春は芽吹

　転車つらいよ、楽しいよ。
ラオス事業担当　越智 美奈

スタッフのひとりごとスタッフのひとりごと

『日本の農業を考える』

大野和興著　岩波ジュニア新書　780円＋税

イ
ラ
ス
ト
／
か
じ
の 

倫
子

みるよむきくみるよむきく

きや花々の香りが、夏は緑が立ち込

め、秋は染まる木立が彩り、冬の張り

つめた空気もいい。

　観光地はあまり行かない。車だと

通り過ぎてしまうだろう（あるいは

通ることもない）町や村ほど面白い。

各地にある直売所には地のものが並

び、安全な食への取り組みも結構多

い。お祭りや野焼き。農作業の合間の

笑いが絶えない休憩。珍しいのか、話

しかけられることも多い。ほんとに

地域は面白い。

　その一方で、うーん、と思うことも

ある。夕食の買出しをするお店を探

すと、「ここにはないよ。ちょっと行

けばジャ○コがあるから」と教えら

れる。その「ちょっと」は車で10分

とか20分で、自転車だと3倍はかか

る。山を越えないといけなかったり

もする。もし車がなかったらどうす

るんだろう。消えつつある小さな商

店は、お年寄りの生活を支えていた

りして、地域で暮らすにはやっぱり

大切だと思う。

　なんていいつつも、汗をかきかき

走る途中でのコンビニや自動販売機

は、やっぱりありがたかったりする。

で
読
み
や
す
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ

の
問
題
を
特
に
若
い
人
た
ち
に
考
え

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
、
著
者
の
熱

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
何
よ
り
も
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し

さ
え
守
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う

「
虚
弱
な
生
活
保
守
主
義
者
」
に

な
っ
て
い
な
い
か
と
の
厳
し
い
問
い

か
け
が
こ
こ
に
あ
る
。
私
た
ち
は
、

暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
を
政
府
に
期

待
し
、
か
わ
り
に
政
府
が
行
な
う
戦

争
を
黙
認
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の

か
、
と
。
私
た
ち
は
、
自
立
し
て
い

な
い
の
だ
。
農
業
を
守
る
と
い
う
こ

と
も
「
生
活
保
守
主
義
」
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
を
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
積

極
的
な
意
味
合
い
が
あ
る
。「
日
本

の
農
業
を
考
え
る
」
と
い
う
こ
と

は
、
自
分
た
ち
の
安
全
保
障
を
自
分

た
ち
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
本
書
に
は
、
そ
の
実
践
を

始
め
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
水
田
酪
農
や
山
地
酪

農
、
地
域
の
農
と
食
を
結
ぶ
循
環
の

ま
ち
づ
く
り
や
伝
統
種
の
保
存
運
動

に
希
望
を
つ
な
ぐ
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
が
、
私
た
ち
の
平
和
に
つ
な
が
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
今
改
め
て
噛

み
し
め
て
い
る
。

   

（
調
査
研
究
担
当
　
高
橋 

清
貴
）
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ハ
ノ
イ
事
務
所
の
伊
能
ま
ゆ
に
よ
る
帰
国
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
の
様
子
が
ビ
デ
オ

映
像
で
な
が
さ
れ
、
続
い
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
特
徴
と
も

な
っ
て
い
る
「
村
づ
く
り
委
員
会
」
を
軸
と
し
た

農
村
開
発
、
生
活
改
善
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
に
お
け
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
役
割
は
、
地
域
の
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
村
が
持
続
的
に
発
展
し

て
い
け
る
よ
う
、
村
人
と
一
緒
に
考
え
、
計
画
を

実
施
し
、
問
題
点
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

た 

い 

ひ

例
え
ば
、
村
全
体
か
ら
支
持
さ
れ
た
堆
肥
。
Ｊ
Ｖ

Ｃ
特
製
の
堆
肥
は
、
よ
く
発
酵
し
て
い
る
た
め
に

重
量
が
軽
く
、
山
岳
部
で
の
運
搬
が
楽
で
、
収
量

も
増
え
る
。
ま
た
、
緑
肥
と
な
る
セ
ス
バ
ニ
ア
と

　
私
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
の
出
会
い
は
、

リ
タ
イ
ヤ
し
た
九
九
年
十
月
に

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
諸
々
が
知
り

た
く
て
受
講
し
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
連
続
講

座
で
し
た
。

　
当
時
、
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

対
す
る
知
識
は
未
熟
で
、
《
ア
マ

チ
ュ
ア
》、《
余
暇
の
善
用
》、《
身
銭

を
切
っ
て
す
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
》、《
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ

て
あ
る
の
か
》、《
シ
ン
ク
タ
ン
ク

に
な
れ
る
の
か
》
な
ど
、
漠
然
と
し

た
論
理
性
の
無
い
疑
問
を
持
っ
て

受
講
し
た
事
を
憶
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
後
の
五
年
間
で
、

そ
れ
ま
で
の
《
同
世
代
内
会
社
つ

き
あ
い
》
と
違
い
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
や
Ｊ
Ｉ

〈
神
奈
川
〉
上
田 

恵
一

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

　
　
　
　     
力
を
信
じ
て

会
員
登
場
！

29

い
う
植
物
を
使
っ
た
等
高
線
農
業
。

さ
ら
に
は
、
日
本
で
も
合
鴨
農
法

と
し
て
お
な
じ
み
の
ア
ヒ
ル
農
法

Ｃ
Ａ
の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
協

力
隊
な
ど
《
異
世
代
間
つ
き
あ
い
》

を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
若
い
皆
さ

ん
が
《
そ
れ
ぞ
れ
を
足
場
に
》
立
派

に
巣
立
つ
姿
を
見
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
な
ど

の
組
織
体
が
若
者
た
ち
の
跳
躍
の
足

場
（
イ
ン
タ
ー
ン
）
と
し
て
果
た
す

社
会
的
意
義
の
大
き
さ
を
知
り
ま
し

た
。
出
会
い
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
私
は
植
民
地

の
生
活
、
戦
争
、

引
揚
、
戦
後
を

体
験
し
ま
し
た
。

精
勤
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
時
に

過
去
の
体
験
か

■今、シニアボランティアで赴

いたヨルダンで得た水浄化シス

テムを、珊瑚礁地域へ放流され

る下水の浄化に応用できないか

考えを巡らせ中です。共同研究

者のアビールさんの娘は孫娘と

同じ誕生月です。元ＪＶＣス

タッフの吉野都さんにお願いし

て浴衣を着せてもらいました。

ら
皆
さ
ん
と
違
う
意
見
を
述
べ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
い
に
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に

顔
を
出
し
て
い
る
み
た
い
な
も
の

で
す
。
例
え
ば
、
活
動
資
金
と
し
て

財
界
や
政
府
か
ら
の
資
金
も
遠
慮

せ
ず
貰
い
つ
つ
、
《
己
の
信
じ
る

道
》
を
進
め
ば
良
い
。
ク
レ
ー
ム
が

つ
け
ば
裁
判
に
訴
え
る
手
立
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
優

秀
な
官
僚
が
保
守
化
し
た
の
は
、

行
政
指
導
に
対
す
る
異
議
を
訴
訟

に
求
め
ず
陳
情
で
お
茶
を
濁
し
て

き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
得
た
」
力
を
信
じ
て
、
活
動
し
て

く
だ
さ
い
。

スタッフ帰国報告会イベント報告

『ベトナム農村のいま
～そして、私たちの生活をみつめなおす～』

5月15日／東京

や
、
他
の
地
域
で
も
効
果
が
あ

が
っ
て
い
る
家
畜
銀
行
の
取
組
み

な
ど
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
現
地
の

厳
し
い
生
活
の
様
子
も
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
ア
ヒ
ル
が
夜
の
内
に
盗

ま
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
そ
も
そ
も

ア
ヒ
ル
を
買
う
た
め
の
資
金
が
足

り
な
い
こ
と
。
山
岳
地
帯
で
あ
る

た
め
に
耕
地
面
積
が
少
な
い
上
、

市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
制
限
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
栽
培
し
た

と
う
も
ろ
こ
し
を
主
食
の
米
と
交

換
す
る
と
き
に
仲
買
人
に
買
い
叩

か
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
。

　
休
憩
時
間
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
少

数
民
族
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
ベ
ト

ナ
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
特
選
緑
茶

と
緑
豆
の
お
菓
子
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

参
加
者
も
ほ
っ
と
一
息
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、
住
民

の
希
望
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
で
き
る
こ
と

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
埋

め
て
い
く
の
か
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
連
携
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
な

ど
の
議
論
が
活
発
に
か
わ
さ
れ
、

予
定
時
刻
を
三
十
分
も
オ
ー
バ
ー

し
て
終
了
し
ま
し
た
。

（
ベ
ト
ナ
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム  

い 

）

■報告する伊能まゆ

■聞く側の参加者にも
　熱が入る
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募金にご協力ありがとうございます

JVCの活動は、皆さまの募金に支えられています。

　落語に興味を持ったのはいつからだった

か。北村薫『円紫さんと私』シリーズか、佐

藤多佳子『しゃべれどもしゃべれども』か。

と言っても、談志、三枝、志の輔などの師

匠クラスをたまに観る程度ですが。枝雀、

三木助をライブで観られなかったのが悔や

まれます。特に晩年の枝雀は、高座にあ

がってきただけでクスクス笑える、という

域にまで達していたとのこと。事務所の近

くには鈴本演芸場もあるし、今年はぜひ米

朝と小朝を観てみたいですね。（H）

無指定

タイ　　　

カンボジア

ラオス

ベトナム

南アフリカ

パレスチナ

アフガニスタン

北朝鮮

イラク

1,524,262円

1,152,000円

0円

118,000円

0円

11,980円

21,000円

193,322円

85,000円

1,816,078円

513,374円

0円

303,000円

390,000円

0円

0円

1,157,040円

68,193円

10,000円

1,942,175円

3月 4月

②犬養道子「みどり一本」募金

この募金はJVC活動地での植林プロジェクトに

使われます。

　　口座番号：00100-8-212497

　　加入者名：犬養道子「みどり一本」

3月計

4月計

③ JVCサポート募金

3月計   131,000円 / 80件
4月計   140,200円 / 84件

銀行や郵便局の口座からの自動引き落としやク

レジットカードを利用する手軽な募金方法です。

①JVC募金

3月計

4月計

JVCの各国での活動に役立てられます。募金先

をご指定いただくこともできます。

　　口座番号：00190-9-27495

　　加入者名：JVC東京事務所

4,921,642円
4,383,782円

565,073円 / 42件
299,500円 / 36件

　
大
学
三
年
の
と
き
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝

い
に
き
て
、
も
っ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
イ
ン
タ
ー

ン
に
な
る
き
っ
か
け
で
し
た
。
就
職
活
動
と
イ
ン

タ
ー
ン
を
同
時
に
や
り
つ
つ
、
部
活
動
、
バ
イ
ト
、

そ
し
て
卒
論
…
。「
大
丈
夫
か
な
ぁ
？
」
と
思
い
つ
つ
、「
な
ん
と
か
な

る
さ
ぁ
」
と
の
ん
き
に
構
え
て
い
る
私
で
す
。

　
現
在
は
丸
幸
ビ
ル
の
階
段
を
元
気
に
昇
り
降
り
し
て
い
る
日
々
で
す
。

「
こ
れ
で
少
し
は
ス
リ
ム
に
な
ら
な
い
か
な
…
」
と
思
う
今
日
こ
の
頃
。

一
年
後
の
私
は
、
知
識
は
豊
富
に
＆
体
は
ス
リ
ム
に
!?
　
み
な
さ
ん
一

年
後
の
私
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

江
口 

由
紀
（
え
ぐ
ち 

ゆ
き
）

イ
ン
タ
ー
ン
紹
介

編 集 後 記

田
坂 
直
之
（
た
さ
か 

な
お
ゆ
き
）　

　
　
　
　 
ラ
オ
ス
事
務
所
／
カ
ム
ア
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

新
ス
タ
ッ
フ
紹
介

　
一
昨
年
ま
で
、
北
海
道
や
福
島
の
農

場
で
農
業
技
術
や
Ｃ
Ｓ
Ａ
と
呼
ば
れ
る

地
域
で
支
え
あ
う
経
済
関
係
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
農
」
に
生
き
る

人
々
や
そ
の
暮
ら
し
に
魅
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
農
村
社
会

が
抱
え
る
問
題
も
実
感
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
南
イ
ン
ド
で
日
本
政
府
と
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
間
の

調
整
員
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
希
望
を
持
っ
て
草
の

根
で
活
動
す
る
多
く
の
人
々
と
出
会
い
、
今
回
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
働

き
た
い
と
い
う
思
い
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
自
分
が
「
ひ
と
り
の
生
活
者
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

ま
た
支
援
者
の
方
々
の
思
い
を
大
切
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

「
ひ
と
り
の
…
」
と
言
い
つ
つ
、
妻
と
一
緒
に
行
っ
て
き
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
の
東
京
事
務
所
イ
ン
タ
ー
ン
。
今
年
は
春
夏
二
回
の

採
用
と
な
り
ま
し
た
。「
春
組
」
の
お
二
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
学
生
時
代
は
、
学
園
祭
な
ど
の

活
動
に
自
主
的
に
参
加
し
、
「
自

分
で
動
く
」
こ
と
の
意
味
を
学
ば

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
主
に
平
和
に
関
連
し
て
、
時
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
ま
た
時
に
は
主
催
者
側
と
し
て
様
々

な
「
動
き
」
に
参
加
し
、
そ
の
中
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
を
知
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
世
界
の
鍵
は
「
非
営
利
」
に
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
た

く
、
ま
た
自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
試
そ
う
と
考
え
、

イ
ン
タ
ー
ン
に
応
募
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
運
営
の
現

場
を
で
き
る
だ
け
見
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
に
も
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
管

理
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
技
を
い
か
し
て
、
素
早

く
的
確
な
情
報
提
供
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
Ｊ

Ｖ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鳥
山 

敦
（
と
り
や
ま 

あ
つ
し
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
イ
ン
タ
ー
ン

広
報
イ
ン
タ
ー
ン

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



　日本国際ボランティアセンター（Japan International Volunteer Center）は、1980年2月、タイのバンコクで誕生した市民による国際協力団体です。JVCの活動目的は、
国際社会のなかで、社会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリカ・中東の人々に協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方と人間関係をつく
り出そうということにあります。そのため私たちは、自らの意志でJVCに参加し、活動を継続してきました。JVCはボランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任あ
る行動をとる」という意味で団体名として使っています。

※本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。
※本誌は再生紙を使用しています。

■JVCでは会員を募集しています。 ■オリエンテーション(説明会)へどうぞ。

T
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l &
 E
rro
r

一
九
八
二
年
八
月
十
六
日
　
第
三
種
郵
便
物
認
可

二
〇
〇
四
年
六
月
二
十
日
発
行
（
通
巻
二
百
三
十
九
号
・
隔
月
二
十
日
発
行
）

発
行
人
＝
熊
岡 

路
矢

編
集
人
＝
大
野 

和
興
・
清
水 

俊
弘

編
集
ス
タ
ッ
フ
＝
広
瀬 

哲
子

レ
イ
ア
ウ
ト
＝
細
野 

純
也

発
行
＝
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）　
東
京
事
務
所
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一
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〇
‐
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六
〇
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東
京
都
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東
区
東
上
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一-

二
〇-

六 

丸
幸
ビ
ル
六
階

　
　
　
電
話
﹇
〇
三
﹈
三
八
三
四
‐
二
三
八
八
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹇
〇
三
﹈
三
八
三
五- 

〇
五
一
九

印
刷
＝
ベ
ス
ト
・
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

定
価
＝
五
〇
〇
円
（
税
込
）

暮らし
LIFEWORK ITEMS

道具

68

を彩る

Laos

　会員は総会に出席し、JVCの方針などを決定するほか、
情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習会等へ参
加することができます。会員の方には年7回この会報を
お届けします。
　　◎一般会員 10,000円
　　◎学生会員 5,000円
　　◎団体会員 30,000円
　　 ※それぞれに正会員と賛助会員があります。

入会のお申し込み、会員の方のメールマガジンのお申し
込み、住所変更などはこちら（会員担当）へ。
　　hosono@jca.apc.org

■URL (ホームページ)　
　　http://www1.jca.apc.org/jvc/

■E-mail
　　jvc@jca.apc.org

JVCの活動内容をご紹介しています。お気軽にご参加ください。
（無料・予約不要です）
　　第1月曜日 午後7：00－8：30
　　第2・第4土曜日 午後2：00－3：30
　　※会場はJVC東京事務所です。

会員数 (6月 3日現在 )  合計 1,493人
　    ( 正会員  620人　賛助会員  873人 )

（
試
行
錯
誤
）　
二
百
三
十
九
号

は た お

機織り
凝った柄のパービアン（肩掛け）を、熟練した手さばきで

織りあげる若い女性。
（ラオス・ルアンナムター県にて　90 年代後半に撮影）
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